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新緑が眩しい季節となりました。保育園の鯉のぼりも、そよ風に吹かれて気持ちよさそうに泳いでいま

す。4 月に入園した子どもたちも園生活にもだんだんと慣れてきて、笑顔がたくさん見られるようになり

ました。ゴールデンウイーク明けから、外遊びや園外活動を増やせていけたらいいなと考えております。 

改めまして、園長の中嶋 悦子（なかしま えつこ）です。初めての方もいらっしゃると思いますので、

少し自己紹介をさせていただけたらと思います。私はこの仕事を 41 歳で起業するまで、4 人の子どもを

育てる専業主婦でした。18 年前、埼玉県所沢市から大網白里市に引っ越してきたとき、末の子がまだ 3

歳でした。誰も知り合いのいないこの土地で、親子で集まれる居場所もなく孤独な子育てを経験した経

験から、なければ自分でつくろうと思い立ち、子育てサークルを立ち上げ、平成 19 年 3 月におおきなか

ぶ児童館（学童保育・母親セミナー等）を設立しました。それから、子育ての需要と共に小規模保育園や

子育て支援センター等を立ち上げ、今日に至ります。 

ありんこ親子保育園については、平成 21 年 4 月に認可外保育施設として開園し、平成 29 年 4 月に認

可保育園に移行いたしました。開園して今年で 15 年目を迎えました。 

資格については、平成 30 年 3 月に保育士試験にて保育士資格を取得し、今年で保育士歴 5 年目です。

昨年度、東京未来大学こども心理学部こども心理学科通信課程を卒業し、晴れて幼稚園教諭一種免許を

取得いたしました。今後も引き続き、幼児教育に力を入れていきたいと思います。 

 

今、4 人の子どもを育てて思うことは、「子どもと共に、親自身も子育てを通して自分の人生を生きて

いる」ということです。子育てと仕事の両立は大変ですが、先に夢や目標があるから頑張れるのだと思い

ます。子どもと共に成長し、子どもが巣立った後は、自分の目標や楽しみを持って生きていくことが大切

だと感じています。 

 

もう一つは、「子どもは一人の人間としての人格を持っている」ということです。お腹を痛めて産んだ

我が子は、精神的なへその緒で繋がっているように感じます。また、自分の分身のようだと答える方もい

ます。だからこそ、他人には言わないようなきついことを言ったり、自分の嫌な部分を見ているような気

になったりする人もいるのではないでしょうか。ですから、我が子といえども一人の人格を持つ人間。親

も人間。行ったり来たり切磋琢磨しながらも、今しかない子育て時代を悔いのないよう、大いに楽しんで

いただけたら幸いです。 

 

当園では、子どもの人格や主体性を大切にしています。心も身体もたくましく育っていけるように、こ

れから本格的に始まる園生活でも、友達や保育者たちと共に楽しい保育活動が送れるようにしたいと考

えています。何かあれば、いつでもご相談ください。よろしくお願いいたします。 


